
〈ものづくりと教育機関〉

電気研究部におけるアマチュア無線活動とものづくり活動

（神奈川県立磯子工業高等学校）

槇岡 瞭介

１１．．学学校校のの概概要要

本校は、横浜市磯子区の根岸湾を望む丘の上にあ

る工業高校で、昭和 年に開校し令和４年に 周

年を迎えた。設置されている学科は、開校当初は機

械科・電気科・電子科の３学科、そしてその翌年か

ら土木科と化学工学科を加えた５学科となった。現

在は電気科と電子科が統合され、機械科・電気科・

建設科・化学科の４学科からなる。

また、昭和 年からは定時制も設置された。当初

は機械科・電気科・化学工学科の３学科からなって

いたが、平成 年からは３学科を統合して総合学

科が設置された。令和６年４月現在で全日制 名、

定時制９名、合計 名の生徒が在籍している。

２２．．電電気気研研究究部部のの概概要要

電気研究部は、平成 年に「電気研究同好会」と

して設立し、平成 年に「電気研究部」に昇格した

部活で、学校の中でも歴史は比較的浅い部活である。

高校生ものづくりコンテスト（電子回路組立部門・

電気工事部門）とアマチュア無線に関する活動の２

本柱で活動している。

電気研究部で開設しているアマチュア無線局のコ

ールサインは で、これは開校当初から平成

年ころまで活動していた無線部のコールサイン

を継承する形で平成 年に再開局した。

令和６年度の新入生勧誘を終えた段階で３年生６

名、２年生９名、１年生５名の計 名が所属してお

り、特に限定しているわけではないが全員電気科の

生徒である。ものづくりや工業技術に興味を持ち個

人的にもものづくりや電気機器の修理・改造を行っ

ているような生徒もおり、そのような生徒にとって

は天国のような部活であるようだ。

３３．．高高校校生生ももののづづくくりりココンンテテスストト

高校生ものづくりコンテストは、ものづくり技術・

技能の継承と水準向上を図るため、高校生が一堂に

会してものづくり技能を競うコンテストで、旋盤作

業部門・自動車整備部門・電気工事部門・電子回路

組立部門・化学分析部門・木材加工部門・測量部門・

溶接部門の８部門がある。電気研究部では、電子回

路組立部門と電気工事部門の２部門に出場している。

①① 電電子子回回路路組組立立部部門門

電子回路組立部門は、指定の仕様に基づいた電子

回路を設計・製作するとともに、その組み立てた電

子回路を使ったマイコン制御技術を行う競技で、製

図・はんだ付けからプログラミングまで、総合的な

技術が要求される。本校では制御用コンピュータに

を使用しており、自作の専用シールド

を通してそれぞれの回路と接続できるようにしてい

る。令和４年度には神奈川県大会で準優勝し、関東

大会に出場することができた。写真２は令和４年度

の関東大会（オンライン）での競技の様子である。写真 本校の外観

写真 令和４年度高校生ものづくりコンテスト

電子回路組立部門関東大会（オンライン）での様子

〈ものづくりと教育機関〉  

神奈川総合産業高等学校における「ものづくり（Monodukuri）教育」について 

神奈川県立神奈川総合産業高等学校 

 

１１．．ははじじめめにに  

本校は、相模台工業高等学校と相模原工業技術高

等学校を再編統合し、平成 17 年に開校された神奈川

県内唯一の総合産業科で、４系１分野（工学系、情

報系、科学系、環境バイオ系、リベラルアーツ分野）

を有する単位制の専門高校である。２学期制であり

セメスター制を取り入れている。 

全日制と定時制が併置されており、全日制の課程

は総合産業科、定時制の課程は総合学科である。 

近隣地域等からは LiSA（Liberal Science & Arts 

Academy）の愛称で呼ばれている。 

令和４年度からは、相模原市立大野南中学校分校

夜間学級が開校し、本校の施設を利用している。 

 

図１ 本校校舎（正門より） 

 

２２．．本本校校のの教教育育方方針針ににつついいてて  

スクール・ポリシーのグラデュエーション・ポリ

シー（学校目標）では Chance（何事もチャンスと捉

え自らチャンスを作り出す力）、Challenge（積極的

にチャレンジする精神）、Creative（創造的な取組

を実践する力）の“３つのＣ”を掲げており、全日

制では、単位制の仕組みと総合産業科の特長を生か

し、生徒一人ひとりのキャリア感を育てながらより

高い学力の定着により「国際的に活躍する創造的な

科学技術系人材の育成」を、定時制では、学習習慣

と学習意欲の定着と総合学科の特長であるキャリア

を意識した教育活動の展開と社会的自立を図り「学

力の裏づけを持った自立した社会人の育成」を目指

し、次世代を担う人材の育成に取り組んでいる。 

 

３３．．科科学学技技術術教教育育研研究究実実績績ににつついいてて  

全日制においては、平成 21（2009）年～平成 25（2013）

年の５年間「スーパーサイエンスハイスクール」の

指定を受け、現在は、この期間に培った科学技術教

育を活用した教育の実践により、科学技術への知的

好奇心のある生徒が多く在籍している。 

 

図２ 本校のグランドデザイン 

 

４４．．工工業業やや総総合合産産業業分分野野のの実実験験実実習習施施設設ににつついいてて  

全日制・総合産業科については、一般教科と工業

（機械・電気・化学・デザイン）、商業、家庭、理

数、美術、英語、総合産業の幅広い専門教科を設定

している。 

〈ものづくりと教育機関〉

電気研究部におけるアマチュア無線活動とものづくり活動
（神奈川県立磯子工業高等学校）
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①① 電電子子回回路路組組立立部部門門

電子回路組立部門は、指定の仕様に基づいた電子

回路を設計・製作するとともに、その組み立てた電

子回路を使ったマイコン制御技術を行う競技で、製

図・はんだ付けからプログラミングまで、総合的な

技術が要求される。本校では制御用コンピュータに

を使用しており、自作の専用シールド

を通してそれぞれの回路と接続できるようにしてい

る。令和４年度には神奈川県大会で準優勝し、関東

大会に出場することができた。写真２は令和４年度

の関東大会（オンライン）での競技の様子である。写真 本校の外観

写真 令和４年度高校生ものづくりコンテスト

電子回路組立部門関東大会（オンライン）での様子

② 電気工事部門

電気工事部門は、提示された単線図と呼ばれる簡

略化された図面をもとに、 四方のパネル上にケ

ーブル工事・金属管工事・ 管工事を行う競技であ

る。実際の電気工事にも用いられる技術を活用し、

繊細さと体力の両方が必要となる。

令和４年度は神奈川県大会で第３位、令和５年度

は同第５位の成績を収めることができた。写真３は

令和４年度の神奈川県大会で作った電気配線である。

４．アマチュア無線に関する活動

アマチュア無線局の運用には国家資格であるアマ

チュア無線技士の資格が必要で、この資格を取るた

めには国家試験に合格するか、養成課程講習会と呼

ばれる総務省が指定する講習会を修了する必要があ

る。私が事務局を務める神奈川県高等学校文化連盟

アマチュア無線専門部会では、県内高校に在籍する

生徒と県内高校に勤務する教職員を対象に、教科書

代実費のみで受講することができる第３級及び第４

級アマチュア無線従事者の養成課程講習会を実施し

ている。教科書代実費のみでの実施は日本最安値で

あると思われ、これまでに延べ 名がこの養成課

程講習会を通して無線従事者免許証を手にした。電

気研究部の生徒もこの講習会を受講し、ほぼ全ての

部員がアマチュア無線技士資格を取得している。

電気研究部の無線局のコールサインは だ

が、令和４年 月～令和５年３月にはコロナ禍で

後ろ倒しになった 周年記念行事にあわせ、総務

省より という特別なコールサインの指定変

更を受けて運用した。

アマチュア無線に関する活動のうち、競技性のあ

るものはコンテストと に大別することができ

る。

① コンテスト

コンテストは簡単に言えば、決められた時間内に

なるべく多くの無線局と交信をするという競技であ

る。様々な団体が様々なルールでコンテストを実施

写真 令和４年度高校生ものづくりコンテスト

電気工事部門神奈川県大会で製作した電気配線

写真 アンテナ設置作業の様子

本校の校舎の屋上には、高さ 程度の大型鉄塔

が２基建っており、その一方の鉄塔にアマチュア無

線のアンテナを設置している。鉄塔の頂部には マ

ルチバンドの 型ダイポールアンテナと

のグランドプレーンアンテナを設

置している。さらに、鉄塔と校舎の間に７ のフ

ルサイズワイヤーダイポールアンテナを設置してお

り、 型ダイポールアンテナは南北方向、ワイヤー

ダイポールは東西方向に指向性を持たせ使い分けて

いる。アンテナからの同軸ケーブルはタワー直下の

校舎塔屋に引き込んであり、そこに無線機などを並

べているので、 ～ は バンドを除

いて常時運用可能な状態で、日本国内のみならず世

界中と交信可能だ。普段は７ 国内向けと 、

を中心に運用しているが、コンテストの際

には必要に応じてアンテナを仮設しながら運用して

いる。このアンテナシステムの設置・メンテナンス

作業も自分たちで行っている。写真４は令和４年度

に行ったアンテナ取り付け作業の様子で、 マルチ

バンドの 型ダイポールアンテナを取り付けている。
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１１．．ははじじめめにに  

本校は、相模台工業高等学校と相模原工業技術高

等学校を再編統合し、平成 17 年に開校された神奈川

県内唯一の総合産業科で、４系１分野（工学系、情

報系、科学系、環境バイオ系、リベラルアーツ分野）

を有する単位制の専門高校である。２学期制であり

セメスター制を取り入れている。 
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２２．．本本校校のの教教育育方方針針ににつついいてて  

スクール・ポリシーのグラデュエーション・ポリ
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え自らチャンスを作り出す力）、Challenge（積極的

にチャレンジする精神）、Creative（創造的な取組

を実践する力）の“３つのＣ”を掲げており、全日

制では、単位制の仕組みと総合産業科の特長を生か

し、生徒一人ひとりのキャリア感を育てながらより

高い学力の定着により「国際的に活躍する創造的な

科学技術系人材の育成」を、定時制では、学習習慣

と学習意欲の定着と総合学科の特長であるキャリア

を意識した教育活動の展開と社会的自立を図り「学

力の裏づけを持った自立した社会人の育成」を目指

し、次世代を担う人材の育成に取り組んでいる。 

 

３３．．科科学学技技術術教教育育研研究究実実績績ににつついいてて  

全日制においては、平成 21（2009）年～平成 25（2013）

年の５年間「スーパーサイエンスハイスクール」の

指定を受け、現在は、この期間に培った科学技術教

育を活用した教育の実践により、科学技術への知的
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４４．．工工業業やや総総合合産産業業分分野野のの実実験験実実習習施施設設ににつついいてて  

全日制・総合産業科については、一般教科と工業
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数、美術、英語、総合産業の幅広い専門教科を設定

している。 

14



している。電気研究部では全国高等学校アマチュア

無線連盟が主催する全国高等学校アマチュア無線コ

ンテストを中心に、日本アマチュア無線連盟が主催

するフィールドデーコンテストや、同神奈川県支部

が主催するオール神奈川コンテストなどに参加して

いる。日本アマチュア無線連盟主催の４大コンテス

トや世界規模の大会は、夜通しで開催されることが

多いため学校クラブとしてはなかなか参加しにくい

のが実情だが、その中でもフィールドデーコンテス

トは夏休み期間中に開催されるため、校内合宿の形

で 時間フルに競技に参加している。写真５はそ

の時の様子である。

全国高等学校アマチュア無線コンテストでは令和

３年度から令和５年度まで３連覇していたが、令和

６年度は善戦むなしく準優勝、４連覇は逃してしま

った。またオール神奈川コンテストは令和４年度か

ら現在まで４連覇している。

②② 
は の略で、

指定の屋外フィールド内に隠された送信機を受信ア

ンテナの指向性を利用して探し出す競技で、探し出

した送信機の数とそのタイムで競う。本校では、神

奈川県高等学校文化連盟アマチュア無線専門部会が

主催する県大会や、毎年新潟で開催される全国高等

学校 競技大会に参加している。写真６は令和

６年度の全国大会での競技の様子である。広大なフ

ィールド内を走り回る様子は運動部さながらだ。

５５．．そそのの他他のの活活動動

磯工祭と呼ばれる本校の文化祭では、ものづくり

コンテストや日頃の実習で培った工作技術を活かし

て、センサやマイコンを利用して点数が自動的に表

示されるスマートボールや、決められた時間内にラ

ンダムで光るスイッチをより多く押す早押しゲーム、

光ったボタンの位置と順番を記憶して同じように押

していく記憶ゲームなどを製作・展示し、大変好評

を博している。写真７が令和４年度の磯工祭で実際

に製作・展示したスマートボールである。これらの

アーケードゲーム機は、筐体の設計・製作・装飾か

ら回路の設計・はんだ付け、プログラムの製作やデ

バックまで、すべての作業を生徒が行っており、教

員は安全指導程度であることが顧問としての自慢だ。

写真８は令和５年度の文化祭に向けてのデバック作

業の様子である。

写真 校内合宿によるコンテストの様子

写真 文化祭で製作したスマートボール

写真 文化祭に向けてアーケードゲームを

製作している様子

写真 全国高校 大会の様子
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６６．．メメデディィアア出出演演とと表表彰彰等等

これまでの活動が認められ、令和４年４月６日放

送 「 ，」『全国！中高生ニュース！』や

「月刊 ニュース」 年２月号『 の「む

せんのせかい」 ～アイボールの旅～』で電気研究部

についてご紹介いただいたほか、令和５年３月 日

放送 「沼にハマってきいてみた」『トンとツー

で世界と交信！モールス信号沼』にも協力した。

また、神奈川県高等学校総合文化祭教育長賞・相

鉄賞、神奈川県高等学校文化連盟連盟賞、かながわ

部活キャプテン賞など様々な賞をいただくことがで

き、令和５年度にはそれらの成績を神奈川県知事に

表敬訪問する機会を得ることができた。

「ものづくり」と一口に言っても、その内容は多

岐にわたり、楽しみ方も様々である。私はその中で

もアマチュア無線を主軸としたアプローチから、

様々な活動を通して生徒たちにアマチュア無線やも

のづくりの魅力を伝え広めていきたいと思っている。

まきおか・りょうすけ

（神奈川県立磯子工業高等学校 教諭）
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